
若
草
色
の
つ
ぼ
み
と
鮮
や
か
な
朱

色
の
花
が
ぎ
っ
し
り
と
咲
き
誇
る
寒

木
瓜
。

新
年
の
盆
栽
店
の
名
物
で
す
。
ラ

イ
ト
グ
リ
ー
ン
の
つ
ぼ
み
と
鮮
や
か

な
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
の
花
が
咲
き
誇
る

カ
ン
ボ
ケ
、
と
書
く
と
な
に
か
ハ
ッ

キ
リ
い
た
し
ま
せ
ん
。
お
も
む
き
の

あ
る
日
本
の
伝
統
色
を
大
切
に
し
た

い
も
の
で
す
。

横
浜
組
智
廣
寺
門
徒

早
乙
女
須
洋

京
都
の
清
水
寺
が
今
年
の
漢
字
を
年
末
に

「
災
」
と
発
表
し
た
。
相
次
い
だ
自
然
災
害

を
反
映
し
て
の
こ
と
だ
と
思
え
る
。
ふ
と

「
日
本
の
自
然
は
非
常
に
不
安
定
で
あ
り
、

そ
の
不
安
定
な
自
然
と
付
き
合
う
中
で
天
然

の
無
常
と
い
う
感
覚
を
身
に
つ
け
て
い
っ
た
」

「
自
然
が
与
え
て
く
れ
た
条
件
の
中
で
、
人

間
は
生
き
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
」
「
地
球
が

優
し
い
時
に
少
し
だ
け
人
間
は
生
き
ら
れ
る
」

そ
れ
ぞ
れ
の
先
達
の
言
葉
を
思
い
浮
か
べ
た
。

自
然
は
大
い
な
る
恵
み
を
も
た
ら
し
、
一
方

で
は
災
害
を
も
常
に
も
た
ら
す
こ
と
は
自
明

の
理
で
あ
る
。
科
学
技
術
が
進
歩
を
続
け
Ａ

Ｉ
な
る
も
の
が
出
現
し
て
も
自
然
を
変
え
る

こ
と
は
到
底
不
可
能
だ
。
人
間
は
そ
の
自
然

の
中
で
生
死
の
現
実
を
ど
う
受
容
し
て
い
く

の
か
と
い
う
「
い
の
ち
の
柔
軟
性
」
が
問
わ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
正
月
は
、
ど
こ

の
神
社
仏
閣
も
除
災
招
福
・
息
災
延
命
に
大

忙
し
で
あ
る
。
文
化
も
経
済
も
医
学
、
何
を

と
っ
て
も
、
人
間
の
生
き
延
び
る
術
の
向
上

に
の
み
に
傾
注
さ
れ
て
、
人
間
中
心
主
義
が

幅
を
利
か
せ
て
い
く
。
こ
ん
な
世
の
流
れ
は

い
つ
ご
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

た
だ
、
言
え
る
こ
と
は
、
人
間
の
欲
望
と
愚

か
さ
だ
け
は
古
今
東
西
「
不
変
」
の
よ
う
に

思
う
。

「
老
い
や
病
気
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
い
と

は
考
え
な
い
」
「
病
を
悪
、
健
康
を
善
と
す

る
だ
け
な
ら
、
こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
人
生
は

な
い
」
「
長
く
が
ん
と
付
き
合
っ
て
い
る
と

『
い
つ
か
は
死
ぬ
』
じ
ゃ
な
く
て
『
い
つ
で

も
死
ぬ
』
と
い
う
感
覚
な
ん
で
す
」
と
言
っ

た
の
は
、
先
日
亡
く
な
ら
れ
た
樹
木
希
林
さ

ん
で
す
。

年
末
に
は
赤
穂
義
士
（
浪
士
）
ゆ
か
り
の

川
崎
の
稱
名
寺
様
へ
遺
品
を
観
賞
に
出
か
け

た
。
主
君
に
忠
義
を
尽
く
す
と
い
う
日
本
人

独
特
の
伝
統
を
垣
間
見
て
心
に
思
う
こ
と
が

あ
っ
た
。
日
本
人
の
忠
義
・
忠
誠
心
ま
た
、

葉
隠
れ
な
ど
の
思
想
が
日
本
人
に
静
か
に
称

賛
さ
れ
て
来
た
。
こ
れ
は
、
人
類
の
歴
史
か

ら
言
え
ば
類
似
し
た
思
想
は
あ
る
に
せ
よ
ご

く
少
数
の
価
値
観
で
あ
る
。
し
か
し
、
ど
う

も
こ
の
忠
誠
心
は
、
日
本
人
の
底
流
に
し
み

込
ん
で
潜
在
化
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い

る
。
も
し
か
し
た
ら
、
我
々
は
阿
弥
陀
様
に

ま
か
せ
、
ゆ
だ
ね
る
こ
と
、
念
仏
申
す
こ
と

の
尊
さ
を
も
、
そ
の
土
壌
を
背
景
と
し
て
そ

の
質
を
混
同
し
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
南
無
阿
弥
陀
仏
の
道
は
自
己
自
身
の
能

力
で
判
断
、
完
結
す
る
こ
と
で
は
な
い
「
自

然
（
じ
ね
ん
）
」
「
一
切
衆
生
と
共
に
」
が

前
提
で
あ
り
、
人
間
存
在
の
深
い
願
い
、
つ

ま
り
本
願
に
見
出
さ
れ
た
わ
が
身
に
出
遇
う

こ
と
で
あ
る
。
ど
ん
な
一
年
を
迎
え
る
の
か

未
だ
先
は
見
え
て
い
な
い
。

生
死
に
処
し
て
疲
厭
な
け
ん
。
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十
一
月
十
一
日
、
浜
別
サ
ン
ガ
（
門
徒
交
流
会
）

の
発
会
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
浜
別
サ
ン
ガ
と

は
、
昨
年
実
施
さ
れ
た
「
元
気
な
お
寺
づ
く
り
講

座
」
の
中
で
検
討
さ
れ
た
企
画
で
す
。
別
院
門
徒

同
士
の
横
の
つ
な
が
り
の
回
復
を
願
い
、
法
事
以

外
で
も
お
寺
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
門

徒
同
士
の
交
流
の
場
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に

企
画
さ
れ
ま
し
た
。
十
数
名
の
門
徒
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
実
行
委
員
体
制
を
作
り
、
会
議
を
重

ね
て
当
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
堂
い
っ
ぱ
い
の
六
十
名
の
参
加
者
が
集
ま
り

ま
し
た
。
輪
番
の
挨
拶
の
後
、
発
会
式
の
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
桂
小
春
団
治
師
匠
一
行
に
よ

る
「
真
宗
落
語
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
真
宗
落

語
と
は
、
お
通
夜
や
法
事
、
仏
具
の
意
味
や
お
墓

の
知
識
な
ど
、
真
宗
や
仏
教
の
教
え
を
盛
り
込
ん

だ
内
容
の
落
語
で
す
。

落
語
が
始
ま
る
と
、
前
座
、
三
枚
目
と
落
語
家

が
登
壇
し
、
真
打
小
春
団
治
師
匠
に
よ
る
「
念
仏

道
楽
」
の
噺
が
始
ま
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
真
宗

の
教
え
に
帰
依
し
た
親
旦
那
が
、
店
の
金
を
持
ち

出
し
て
お
寺
に
寄
進
ば
か
り
し
て
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
、
親
旦
那
の
興
味
を
お
寺
か
ら
そ
ら
す
た
め
、

あ
の
手
こ
の
手
で
策
を
弄
す
る
若
旦
那
と
番
頭
と

の
や
り
取
り
で
す
が
、
策
を
施
し
て
も
親
旦
那
の

信
心
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
い
う
噺
で
し
た
。
参

加
者
は
自
然
と
笑
い
の
中
か
ら
真
宗
の
教
え
を
頂

い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
発
会
式
終
了
後
に
は
、

研
修
室
に
お
い
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
、
次
回
へ
の
期
待
を
胸
に
会
が
終
了

し
ま
し
た
。

（
文
責
家
本
）

十
一
月
二
十
七
日
・
二
十
八
日
と
一
泊
二
日
で

真
宗
本
廟
報
恩
講
奉
仕
団
に
参
加
し
ま
し
た
。
別

院
同
朋
の
会
で
は
、
以
前
か
ら
一
度
本
山
報
恩
講

に
参
詣
し
た
い
と
い
う
声
が
あ
っ
て
、
今
回
実
現

す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
約
一
年
が
か
り
で
計

画
し
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
こ
の
日

の
た
め
に
体
調
を
整
え
て
待
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
十
四
名
で
、
Ｊ
Ｒ
新
横
浜
駅
か
ら
新

幹
線
で
京
都
へ
向
か
い
ま
し
た
。
京
都
に
着
く
と
、

例
年
に
な
く
穏
や
か
な
気
候
で
、
日
差
し
が
暖
か

く
、
上
着
が
着
て
い
る
と
暑
い
く
ら
い
で
し
た
。

本
山
到
着
後
、
早
速
、
和
敬
堂
・
同
朋
会
館
に
入

館
し
、
昨
年
七
月
よ
り
新
し
く
な
っ
た
施
設
に
参

加
者
一
同
驚
い
て
い
ま
し
た
。
部
屋
に
入
り
、
荷

物
を
下
ろ
し
て
い
る
と
、
今
回
担
当
い
た
だ
い
た

補
導
の
藤
川
秀
行
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
と
簡
単
な
日

程
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
報
恩
講
期
間
中
と
い
う

こ
と
で
、
普
段
の
奉
仕
団
の
日
程
よ
り
詰
ま
っ
た

内
容
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
十
一
時
三
十
分
よ
り
、

結
成
式
が
三
階
の
講
堂
で
行
わ
れ
、
百
十
数
名
の

参
加
者
が
一
同
に
集
ま
り
ま
し
た
。
真
宗
宗
歌
、

正
信
偈
が
勤
ま
る
と
、
い
よ
い
よ
奉
仕
団
が
始
ま
っ

た
と
実
感
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
お
ら
れ

る
皆
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
思
い
を
も
っ

て
や
っ
て
こ
ら
れ
た
ん
だ
ろ
う
と
、
そ
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
ま
し
た
。
結
成
式
終
了
後
、
昼
食
を

い
た
だ
き
、
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
い
ま

し
た
。
そ
こ
で
、
今
回
参
加
さ
れ
た
お
一
人
お
一

人
の
気
持
ち
を
参
加
者
全
員
で
共
有
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
記
念
撮
影
、
両
堂
参
拝

を
行
な
い
、
渉
成
園
の
清
掃
奉
仕
に
出
か
け
ま
し

た
。
ほ
う
き
と
ち
り
と
り
を
片
手
に
持
ち
、
渉
成

園
の
落
ち
葉
を
拾
い
集
め
ま
し
た
。
落
ち
葉
を
か

き
集
め
る
作
業
は
、
思
っ
た
よ
り
大
変
で
し
た
が
、

一
心
不
乱
に
掃
除
を
行
な
い
ま
し
た
。
同
朋
会
館
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に
戻
る
途
中
で
、
御
影
堂
門
に
登
り
ま
し
た
。
京

都
三
大
門
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
会
館

に
戻
り
、
夕
食
を
い
た
だ
き
、
お
通
夜
の
勤
行
と

法
話
が
あ
り
ま
し
た
。
座
談
を
終
え
て
、
初
日
の

日
程
が
終
了
し
、
明
日
の
結
願
日
中
の
法
要
に
備

え
て
就
寝
し
ま
し
た
。
翌
日
、
早
朝
よ
り
慌
し
く

日
程
が
進
み
、
八
時
四
十
五
分
よ
り
、
御
影
堂
に

入
り
、
祖
徳
讃
嘆
の
法
話
を
聞
き
、
結
願
日
中
に

参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
坂
東
曲
を
含
む

長
時
間
の
法
要
で
し
た
が
、
御
正
忌
報
恩
講
に
出

遇
え
た
歓
び
に
そ
れ
ぞ
れ
浸
っ
て
い
ま
し
た
。
法

要
終
了
後
、
昼
食
を
い
た
だ
き
、
お
内
仏
の
お
給

仕
に
つ
い
て
、
藤
川
補
導
よ
り
丁
寧
に
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
最
後
に
、
二
日
間
を
終
え
て
の

感
想
を
書
き
、
解
散
式
が
終
わ
り
帰
路
に
つ
き
ま

し
た
。

帰
り
の
新
幹
線
の
中
で
は
、
こ
の
二
日

間
の
出
来
事
を
振
り
返
る
様
に
お
し
ゃ
べ
り
が
尽

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
報
恩
謝
徳
の
志
し
を
運
ば
せ

て
い
た
だ
い
た
奉
仕
団
と
な
り
ま
し
た
。

（
文
責
家
本
）

今
年
度
第
三
回
目
の
声
明
儀
式
研
修
会
が
十
二

月
十
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
友
松
雅
英

師
（
東
京
二
組
西
岸
寺
住
職
）
を
迎
え
、
今
回
は

テ
ー
マ
「
葬
儀
に
つ

い
て
」
を
学
習
・
研

鑽
し
ま
し
た
。
『
葬

儀
中
陰
勤
行
集
』
に

沿
っ
て
、
詳
し
く
、

丁
寧
に
、
実
践
的
に

お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
葬
儀
と
い
う
内

容
で
関
心
が
高
か
っ

た
の
か
、
参
加
者
十

七
名
と
い
つ
も
よ
り

大
勢
で
し
た
。

（
文
責
家
本
）
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《
横
浜
組
》

【
横
浜
組
門
徒
研
修
会
】

〔
第
一
回
〕

【
日
時
】
二
月
十
五
日(

金)

午
後
一
時
半
～

【
講
師
】
一
楽
真

師(

大
谷
大
学
真
宗
学
科
教
授
）

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

〔
第
二
回
〕

【
日
時
】
四
月
十
一
日(

木)

午
後
一
時
半
～

【
講
師
】
武
田
定
光

師(

東
京
六
組
因
速
寺
住
職
）

【
会
場
】
本
願
寺
横
浜
別
院

《
三
浦
組
》

【
二
〇
一
九
年
寺
子
屋
】

〔
第
一
回
〕

【
日
時
】
二
月
五
日
（
火
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
片
山
寛
隆

師

(

三
重
教
区
相
願
寺
住
職
）

【
会
場
】
最
光
寺
（
横
須
賀
市
野
比
三-

九-

五
）

〔
第
二
回
〕

【
日
時
】
三
月
一
日
（
金
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
伊
東
恵
深

師

(

三
重
教
区
西
弘
寺
住
職
）

【
会
場
】
西
來
寺
（
横
須
賀
市
不
入
斗
町
三-

三
八
）

〔
第
三
回
〕

【
日
時
】
四
月
九
日
（
火
）
午
後
一
時
～

【
講
師
】
荒
山
信

師

(

名
古
屋
教
区
恵
林
寺
住
職
）

【
会
場
】
圓
照
寺
（
三
浦
市
三
崎
四-1-

九
）

↑
真
宗
本
廟
（
東
本
願
寺
）

二
〇
一
八
年
度
第
三
回

別
院
声
明
儀
式
研
修
会



編
集
後
記

平
成
最
後
の
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。
元
号
が
変
わ
る
こ

と
を
ど
う
思
い
、
ど
う
考
え

る
か
は
個
人
的
な
解
釈
に
よ

る
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
メ
デ
ィ
ア
が
騒
ぎ
す

ぎ
な
気
が
個
人
的
に
は
し
ま

す
。
何
か
に
つ
け
て
、
最
後
、

最
後
と
…
。

さ
て
思
い
返
す
と
、
二
〇

一
八
年
も
様
々
な
出
来
事
、

行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、

浜
別
サ
ン
ガ
と
真
宗
本
廟
報

恩
講
奉
仕
団
は
初
め
て
の
行

事
で
し
た
の
で
、
正
直
、
下

準
備
が
大
変
で
し
た
。
大
変

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
得
る
も

の
が
大
き
い
の
も
ま
た
事
実

で
す
。
二
〇
一
九
年
は
ど
ん

な
年
に
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

毎
年
そ
ん
な
こ
と
を
思
い
な

が
ら
、
新
年
を
迎
え
て
い
ま

す
が
、
「
修
正
会
」
を
一
月

一
日
午
前
十
時
よ
り
行
な
い

ま
す
。
故
事
に
「
一
年
の
計

は
元
旦
に
あ
り
。
」
と
あ
り

ま
す
が
、
ぜ
ひ
年
の
初
め
に
、

別
院
に
お
参
り
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
家
本
）

２０１９年１月１日 ～いまひらく ありのままの わたし～ 第７５号
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定例法話 午後１時３０分より

１月９日(水)横浜組 願西寺 佐々木健太郎 師

２月９日(土)横浜組 永勝寺 田口 壽人 師

２月２８日(木)別院 輪 番 坂田 智亮 師

※１月２８日の定例法話は休みです。

横浜別院同朋の会

２月１８日(月) 午後１時３０分より

参加者の皆様とテーマを決めて、座談を中心

に行います。お気軽にご参加下さい。

※１月１８日の同朋の会は休みです。

― 各法要（おつとめ・ご法話）のご案内 ― 2019年1月～2月

春季彼岸会法要 午後１時３０分より

３月２０日（水）・２１日（木・祝）

【法話】近藤 龍麿 師

(岐阜教区第11組廣専寺住職）

お彼岸は、浄土に還っていかれた亡き人
を偲ぶと共に、自分の生活を振り返る大

切な時です。

有縁の皆様におかれましては、ぜひご参
詣ください。

公開講演会
‐小さき声のカノン上映＆監督トーク

鎌仲ひとみ監督来たる！
３月１０日（日）
午後1時３０分～５時（受付１時より）

【上映】『小さき声のカノン-選択する人々』
＜内容＞福島原発事故から７年、日本でも被

ばくを軽減する新しいステージが始まった。

放射能についての危機感がしだいに薄れ、事
故の風化がささやかれる今だからこそ、誰も

が観るべきドキュメンタリー映画。

【会場】本願寺横浜別院・神奈川教化センター

【参加費】大人1,000円、高校生以下500円
上映後、鎌仲ひとみ監督のトークを行います

※参加申込は不要。直接会場にお越し下さい。

～どなたもご自由にお参りください～

修 正 会

１月１日（火・祝）午前１０時より

＜修正会（しゅしょうえ）とは＞

1年の初めに荘厳を整え、仏恩報謝の思い

をもって新しい年にのぞむ仏事です。

お屠蘇など軽食を振舞います。

ぜひご参詣ください。


